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代表 岩間真弓 

年頭に際し、謹んで新春のお慶びを申し上げます。

会員のみなさまにおかれましては、お健やかで清々

しい年を迎えられたことと思います。 

今年の干支は、辰年。中国の皇帝の象徴でもあ

る龍は、日本も中国も古代から神聖な動物として

あがめられ、天に上る龍、昇龍が大変縁起のいい

ものとして大切にされて来ました。 

また、日本は、風説によれば「龍国」とも呼ば

れ、地図で見ると北海道から沖縄までの姿、形が

龍に似ていると言われます。寛永年間に描かれた

絵に『大日本国地震之図』と言って日本のまわり 

を巨大な龍が取り巻いている不思議な絵までがあ 

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 辰年の２０１２年、福島の私たち一人ひとりが

輝く未来へ躍進できるよう、新しい気持ちで昇龍 

にあやかり一歩前進して行きたいものです。 

昨年３月 11 日午後２時４６分、東日本を襲った 

大地震は、私たちの生活までを変え、一生忘れら

れないものになりました。建物が大きく揺れ、も

の凄い物音と足の裏にグァングァンという地面の

うねりを感じました。この世のものとは思えない

不気味さで体が震え、パニック状態になった人も

多かったでしょう。恐らく、福島のほとんどの人

が感じた感覚だろうと思います。その３０分後に

は、大音響とともに海岸線に大津波が押し寄せ、

建物ばかりか多くの人を飲み込み、すべてを失っ

てしまいました。それにもまして、福島には原子

力発電所があり、その建屋の爆発で放射線漏れが

発生しました。 

この間、中国大使館新潟領事部では、多くの中

国人に声掛けをし、福島駅西口からバスを手配し、

中国人を新潟へ移動させました。新幹線も停まり、

東北道は壊れ、４号線は遮断され、JR も阿武隈急

行も走っていない、ガソリンもないどこにも行け

ない、スーパーに行っても何も売っていない、自

分たちは生きていけるのだろうかと不安が頭をよ

ぎった人も多いでしょう。きっと中国人のみなさ

ん達は、日本人より何倍も恐ろしい不安を感じた

のではないでしょうか。 

また、この時私は、福島県国際交流協会の要請

迎 春 
─面向未来─ 
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により毎週福島県のホームページの書き換えに行

きました。内容は、原子力対策本部の文書、放射

線に関することや避難所、仮設住宅などの最新情

報を中国語版に翻訳し情報を発信しました。今、

思うと必死な思いでした。 

他に、３月末に中国語検定試験を控えていたの

で福島会場を担当している立場で今回の災害は、

通常の状態では機能できない旨、日本中国語検定

協会本部に伝え、全国統一の検定試験を断念して

もらったきらいがあります。 

また、通常開講の中国語会話教室、花架拳教室、

健康マージャン教室、日本語教室は、わずか二か

月程度休み、再開することができました。その間、

幹事のみなさんから「こんな時だからこそ、みん

なでがんばってやろうよ！」の声に励まされ再開

することができました。この時、会員同士の結束

や温かさを感じ、何とかやって行けるものと確信

しました。本当に有難かったです。 

この一番辛い時を乗り越えられたのは、幹事や

会員みなさんのおかげだと思っております。心か

ら感謝を申し上げます。 

さて、２０１２年は、記念すべき日中国交正常

化４０周年になります。友好の年を重ねるたびに、

中国の友人たちとの間に強い絆を感じます。そし

て、私たちは、更なる日中友好の架け橋として活

躍できるよう今年の目標を決めたいと思います。 

１、日中両国民の友好交流を深め、互いの絆を

強くする。 

２、青少年への中国語の普及促進に努める。 

３、中国文化を福島市民に多く知ってもらう。 

このような小さな私たちの友好運動が、大きな

日本と中国の友好へと発展しますように心から願

います。 

結びになりますが、今年も会員のみなさまのご

協力をいただきながら健康で楽しく活動できます

よう願っております。どうぞご支援とご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

３月１１日の東日本大震災におきましては、かつて

ない大震災に心からお見舞い申し上げます。  

現在も辛い日々が続きますが、一日も早く今までの

生活に戻れますようお祈りいたします。  

今回、震災について記事を寄せていただきました。  

いろいろな形で福島日中文化交流会として会の思い

を発信していきたいと思います。 （岩間真弓）  

 

「東日本大震災に思う」       髙橋 重夫  

Ｍ 9.0 千年に一度という東日本大震災から二ヵ月

余が過ぎました。梅の匂いの穏やかな早春でしたが、

あっという間に桜は散り、吾妻の雪兎も痩せ細って

早くも万緑の季節です。  

無我夢中で命と生活のことに追われて来ました。死

者不明者26000人にもなった大惨事は、家族や田畑や

漁場を失った被災者のみならず、日本人すべての胸

に重い傷を刻み付けました。放射能で未知の土地へ

退避した人たちは、果たして故郷に戻れるのでしょ

うか。  

「国破れて山河在り、城春にして草木深し」と詠

った杜甫の思いが偲ばれます。復旧復興の気運も湧

いていますが、道はなお険しく遠しです。  

3月11日午後2時46分、運命の震度6が襲って来た

とき、私はちょうど外出先から帰宅したばかりでし

た。 「いつもと揺れ方が違うぞ…」次の瞬間、高ス

ピードの車が急ハンドルを切ったように体がよじれ、

思わずテーブルの脚にしがみついていました。  

実はこの瞬間でも「岩代の国福島は硬い岩盤の上

にあり、よって大地震は起きない」という言い伝え

通りの思い込みが強かった。非科学的な話ですが、

事実86歳の今日まで被害らしい記憶が全くなく、だ

から地震保険にも入ったことがない位です。余計な

話ですが･･･。その期待や願望がたちまち吹っ飛んだ

強烈余震の連続。仏壇、茶箪笥、食器棚などが倒れ、

壊れた器物で足の踏み場もありません。また奇妙な

ことに、ガラスや陶磁器が雪崩となって砕け散る様

子が、まるで他人事をスロービデオで眺める感じも

ありました。  
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「生活簡素化に役立つかも」 この能天気ぶり、冷

静というよりは重大異変と認識するアタマの働きが

老化したためらしい。 

幸い怪我はなく第一夜だけは割合落ち着いていま

したが、翌朝から次第に判明する大惨事のニュース

に息を呑むばかり。そこに追い討ちとなった原発放

射能漏れ事故です。  

この大震災を通じて、多くのことを体験しました。

その一つは中国の反応が素早かったことです。震災

翌日から中国の友人、知人から安否問い合わせが相

次ぎました。放射能漏れがこれほどの騒ぎになる前

の震災3日目に、上海解放日報から「先生、ヨーソ剤

持ってるか？」と訊かれて、何のことか私にはよく

判りませんでした。それが放射性物質による内部被

曝予防薬だと知ったのは、大分後になってからです。  

退避するなら食住一切世話するから、ぜひおいで

と熱心に誘ってくれる上海、大連、台湾の友人もい

ました。いつもながら友情の深さ、そして日本はも

とより世界のニュースに対し、鋭敏になっている最

近の中国に感心させられます。  

日本の被災者が秩序を保って行動している姿は世

界を驚かせていますが、中国でも前総理の朱容基さ

んが、先日の四川大地震3周年記念講演でこう言った

そうです――「処危不驚･･･日本人は大災害下でも冷

静・沈着・互助の行動をしている。これこそ本モノ

の教育成果なのだ」と。  

誉められて悪い気はしませんが、世界の賞賛も同

情も何時までも続くものではありません。まして内

側から直視する日本の復興は茨の道です。  

「天下の興亡、匹夫も責め有り」という言葉があ

ります。国の存亡のような大事は、総ての人に何が

しか責任がある…という意味です。政治の不毛を嘆

くなら、そういう選択をした選挙民にも責任はある。

直ちに原発廃止を望むなら十年、二十年は3割節電ほ

どの生活を覚悟することが必要です。端的に言えば

今は責任追及よりも、そのエネルギーをまず融和と

実行に振り向 けたいものです。  

世界中が日本の復興を注視しています。ありきた

りですが、ほかに適当な言葉が見当たりませんので

……“ガンバレ日本！ガンバロー福島！”みんなニコ

ニコ参りましょう。（2011・5・15 記） 

大和 魂  

李 游  

地震海啸百里墟,  

核站四处无人居。  

升平盛世摧一瞬，  

惆怅悲凉无言书。  

樱花报春暖扶桑,  

壮士捐躯捍故乡。  

大和精神芳百世，  

敢叫大地披新装。  

2011/5/1  

※｢李遊｣は、中国語会話教室の李淑薇先生のペ

ンネームです。  

今回、地震の災害に遭い思いを詩で表現していた

だきました。  

大和魂  

李 遊  

地震による津波で百里も廃墟となし、  

原発のあたり一面、誰も住む影は無い。  

平穏で栄えた街並みは、一瞬にして破壊され、  

失望と悲しみに打ちひしがれ、言葉をなくし思い

をしたためる。  

桜の花は暖かな扶桑の国日本に春を告げ、  

勇敢な人々が命を捧げ故郷を守り抜く。  

大和魂の名声は後世へと語り継がれてゆき、  

きっと、大地に新しい衣装を纏えると確信する。  

（日本語訳：岩間真弓） 

 

３．１１の地震は未だ経験したことのない本当に

恐ろしい災害でした。福島のみなさんは、未だに原

発の影響で不安な日々をお過ごしのことと思います。

しかし、一歩ずつ前に進み、早くみなさんの生活が
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元に戻れますよう心からお祈りしております。地震

発生時のみなさんの様子や思いなどメールを通じて

いただきました。ご覧ください。 （岩間真弓）  

 

福島に暮らす団体職員の幕田さんより  

福島市の幕田です。今回の震災では、様々なこと

に気付かされました。その一つは、日常生活って実

はオブラートで包まれて成り立っている事が多いと

いうこと。例えば原発の危険性というムチは、アメ

というオブラートに包まれていました。人それぞれ

の放射能に関する価値観もオブラートに包まれてい

ました。放射能の人体への影響に関心の高い同士で

話が盛り上がっているのを横目で傍観している関心

のあまりない人たち。今回の震災は、私たちに様々

なことを投げかけています。それらをしっかり受け

止めて前に進みたいものです。2011.6.1  

 

岩间真弓老师：您好！刚刚得知11日下午，日本

东北海岸发生里氏8.8级大地震，地震引发海啸产生10

多米高的巨浪，重创仙台附近多个城市，千叶县两个

储油罐爆炸起火，福岛两座核电站发生泄漏。远在北

京的我们感到十分震惊，也深深地挂念着我们的日本

朋友。尽管此次地震强度大，报道说相当于20个汶川

地震，但日本人民异常冷静，人们紧张撤离但十分有

序，令人敬佩。作为您的朋友，我谨借此机会向您表

示最良好的祝愿，衷心祝愿福岛市日中友协高桥会长、

福島日中文化交流会岩間真弓老师和同学们一切安

好！ 张国增 2011年3月12日星期六  

岩間真弓先生：こんにちは。１１日午後、日本の

東北の海岸でマグニチュード８．８級の大地震が発

生し、地震が１０メートル以上の巨大な津波を引き

起こし、仙台付近の多くの都市に被害を起こし、千

葉県の２つのオイルタンクが爆発し火災が起き、福

島の２つの原子力発電所の放射性物質が漏れたとい

うことを知ったばかりです。遠い北京で大変な驚き

を感じ、また私の日本の友人たちのことをとても心

配で気になります。今回の地震は大きいかどうかで

はなく、汶川地震の２０個分に相当すると報道して

いるのに、日本人は非常に冷静で、人々は緊迫し撤

退しているのにとても秩序があり、本当に敬服いた

します。あなたの友人としてこの機会をお借りし、

福島市日中友好協会の高橋会長、福島日中文化交流

会の岩間真弓先生と生徒のみなさんがみな元気であ

りますよう最高の願いを込めてお祈りします。  

張国増 ２０１１年３月１２日土曜日（日本語訳：岩

間真弓）  

 

为你们祝福: 今天在电视上看到仙台地区的

8.8级地震\海啸,也涉及到福岛地区,我非常关心你

和高桥及同学们的安全! 我在中国为你们祈福,希

望你们都能安全,无恙.度过难关.以后有机会我们

还会见面的. 大连大学陈老师 2011.3.11  

みなさんのために幸せを祈っています。  

今日、仙台地区の８．８級の地震と津波が福島地

区にも及んでいることをテレビで見ました。私は、

あなたと高橋さん生徒のみなさんの安全が大変気に

なります。私は、中国でみなさんの幸せを願い、み

なさんが安全であること、変わりのないこと、困難

を乗り越えること、そして機会があったらまた私た

ちはまた会えたらと願っております。  

大連大学陳先生 2011.3.11 （日本語訳：岩間真弓） 

 

坂本砂知さんより  

岩間さん、無事で良かった。こちらも無事です。

ただ断水中なので、水の確保が大変。中央学習セン

ターや渡利の給水所に通ってます。 留学生のみなさ

んは大丈夫なのか気になります。 沿岸部の津波の被

害は本当に悪夢のようですね。胸がつまる思いです。

御主人も救助活動で大変でしょうが、安全に活動出

来ますよう祈っています。 原発の被害が拡大してい

るようですね。ニュースをみるたびに悪化していて、

恐ろしいです。早くこの危機的状況を脱したいです

ね。 ばんべん    2011.3.15  

 

高橋重夫さんより  

どえらい災害が進行中ですが、皆さんほどほど

に無事なようで、先ずは何よりでした。  

お蔭さまで私ども老夫婦も、近所からの貰い水や

息子たちの差し入れがあり、生活の平静を取り戻

しました。家中の壊れ物片付け半ばで多少の不自

由はありますが、戦中戦後の不安、苦しみ、恐ろ

しさに較べれば、まだましですよ。まずは一瞬の
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大津波で肉親を失った人たち、放射能を逃れて避

難する人々に、暖かい支援の手を差し伸べたい。  

原発の成り行きは要注意ですが、日本人にはこう

いう時の団結、智恵、ひたむき精神のDNAが組み込

まれています。きっと見事な復興をなしとげるに

違いありません。2011.3.16  

 

岩間さん お元気ですか。 私のほうは何日か前か

ら職場が避難所となり、３００人以上を受け入れて

います。 今夜は日勤につづく夜勤です。毎日救援物

資の搬入や整理、要請、食事の準備、配付、その他

もろもろなどに圧倒され、わけがわからない感じで

す。避難者の方の「ありがとう」という言葉に疲れ

を忘れます。 tuyaはどうしたのかな……。生活が普

通に戻るのはいつかはわからないけれど、それまで

気持ちを強くやさしくもってお互いがんばりましょ

う。    山口さちえ 2011.3.21  

 

岩間先生 先生こんにちは！佐々木なおこです。 

メールをありがとうございます。先生ご無事でよか

ったです。 わたしは仙台出張中に地震にあいました。

一緒に避難したひとと仙台駅近くのビル内で一晩過

ごし、次の日、なんとしてでも、歩いてでも福島に

帰らなくてはという思いが強くなり、４号線をヒッ

チハイクして乗り合いタクシーにのせてもらい帰っ

てきました。 実家が無事で安心しましたが、大切に

住んでいたアパート、みんなで掃除したばかりの協

会がひどい状態になっており、大変ショックを受け

ました。 そして原子力のニュースでは、大変な緊張

感、切迫感のなかでの勤務で、心も体も、もはやこ

こまでかと思いました。思考が止まってしまい、わ

たしは動くことができませんでした。 幸いなことに、

いまは状況が落ち着きつつあります。舟場町の協会

と仮設事務所内を行き来しています。 それぞれのひ

とがそれぞれの状況で、つらい思いをし、いまなお、

その状態が続いています。 でも先生からメールをい

ただいて、安心しました。元気をもらいました！ さ

きほど叶先生とも電話でお話しし、ひとのやさしさ

に支えられていると実感しました。  

2011.3.23 

 

 

 

 

（４月２４日実施） 

 

 

４月24日、福島市の鎮守社「稲荷神社」の向い、

麻雀クラブしのぶ（コマビル２階）に福島日中文

化交流会の精鋭１２名が集結 ＜お金＞を賭けな

い、＜お酒＞を飲まない、＜タバコ＞を吸わない、

という＜３ない＞ルールのもとに「健康マージャ

ン教室」大会が開催されました。  

会場の麻雀クラブしのぶは、清清しい稲荷神社

社殿の真向かい、新緑の風も爽やか、最高の雰囲

気である。大会は、午前10時から１ゲーム東单場

ルール全３場（毎場組替え）を行い午後３時過ぎ

に終了した。 最新式の電動台、初心者には雀荘マ

スターのやさしい指導も付いて、みんなで幕ノ内

弁当を食べ、わたしは、老朽脳トレと心のリフレ

ッシュを楽しませていただいた。  

５月からの日中文化交流会「健康マージャン教

室」は毎月第二日曜日に決った。  

（猪股宗男） 
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麻雀乐    李游  

檐上雀儿叫， 

方城将令呼。 

十三军整备， 

防敌三埋伏。 

斗智酬帷幄， 

传神如兵书。 

一壶清茶水， 

焉能不乐乎。 

マージャンは楽しい 

李游 

軒の雀の賑やかさ 

卓を囲んでチーやら、ポン 

ほい来た テンパイ13 枚 

三面待ちとは 知るめえな。 

互いに作戦、知恵比べ 

これこそ孫子の兵法じゃ 

時に一服リラックス 

みんなお出でよ、楽しいよ。 

(日本語訳：高橋重夫)  2011/5/21 

 

 

 

「言葉は通じなくても、心は通じました」 

山口さちえ  

 

｢松鼠桂魚｣甘酢味でおいしかった～  

 

万博で沸き立つ上海の街中とは違って、蘇州の旧

市街にはゆるやかな時間が流れていました。蘇州名

物の「松鼠桂魚」を食べ、運河や拙政園を見て、上

海に戻る途中の新幹線の中での出来事です。  

 

 

これが中国の新幹線｢和諧号｣  

表示がわからず先頭車両に乗ってしまったので、

予約していた１５号車まで、車内を移動しました。

寝台車両ばかりで、通路にも人がぎゅうぎゅうに立

っていて、さながら通勤電車のようです。予定時刻

をずいぶん過ぎているのになかなか発車せず、何の

アナウンスもないので、みんな苛立っているようで

した。乗降口では、何人もの乗客が、駅員を取り囲

み大声で怒鳴っています。そんな険悪なムードの中、

１５号車を目指し少しずつ進みました。 やっとのこ

とでたどり着いてみると、そこも寝台車両で、私た
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ちの予約した５０番台の席は存在しませんでした。

何かの事情で寝台車に変更になったから席がなくな

ってみんなイライラしていたんだ……ようやく事情

が飲み込めた私たちは、ぐったりと壁に寄りかかり

ました。  

 

１階ベット部分はこんな感じ 

  

その時です。近くにいた若い女性が英語で話しか

けてきました。状況を説明したつもりでしたが、何

を思ったか彼女は突然私たちの切符を握りしめ、

"Follow me."（私についてきて）と猛然と前に向か

っていきました。誰かが座っているせいで私たちが

座れないと勘違いして、文句を言おうとしてくれた

のだと思います。ところが席がそもそもないので、

何度も切符と表示を見比べ、困惑した表情で私たち

を見ました。彼女の気持ちがうれしく、お礼を言う

と、その女性はにっこりと笑って元の場所に戻って

いきました。  

切符を持ったまま乗降口の近くに立って景色を眺

めていると、今度は男性に話しかけられました。中

国語は全くわからないので困っていると、近くにい

た男性数人も加わり、私たちに何かを伝えようと必

死です 

みんなが身振り手振りを交えながら大声で同時に

訴えていて、聞き取れる卖語は「上海」だけ。 とこ

ろが、聞いているうちに何となく、「次に停まる駅

は上海じゃないから降りてはだめだよ」と言ってい

るとわかりました。日本語で「大丈夫。降りません。

心配してくださってありがとう。」と言うと、みん

な笑顔になって散っていきました。なぜ彼らの中国

語が理解できたのか、私たちの日本語が通じたのか

は、いまだにわかりません。  

見知らぬ私たちのことを本気で心配してくれるな

んて、いいなぁ中国。そう思っていると、今度は近

くの１階ベッド部分に座っていた初老の男性が、周

りの人に声をかけて詰めさせ、自分は通路の補助席

に移動までして、私たちのために席をつくってくれ

たのです。とても恐縮しましたが、詰めてくれた周

りの人の笑顔にも助けられ、座らせていただきまし

た。  

 

席をつくってくれた男性（中央）またどこかでお会

いできたら  

 

コミュニケーションは、その男性の少しの日本語、

夫の旅行直前１ヶ月の詰め込み中国語、一か八かの

漢字の筆談、それに、それらを解釈しようとする周

りの人の好意だけ。蒸し暑くて狭い空間でしたが、

上海までの時間は楽しいものとなりました。途中、

さっきの女性が心配そうな表情で中をのぞきに来て、

私たちが笑っているのを見ると安心したようにまた

戻っていきました。 とうとう上海駅に着いてしまい、

その男性とはホームで握手をして別れました。せめ

てお名前を聞けばよかったととても悔やまれます。

写真で笑顔を見るたび温かい気持ちになります。 そ

の後さっきの女性に追いつき、英語でお礼を言うう

ちに、同じ方向に行こうとしていることがわかり、

これから一緒に外灘の夜景を見に行こうと意気投合

しました。外灘に着くと気持ちのよい風が吹いてい

て、少しずつネオンが灯り始めました。しばらくし

てその女性が帰らなければならない時間となり、メ

ールアドレスを交換して別れました。足早に去る後

姿に、名残惜しい気持ちでずっと手を振り続けまし

た。  
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灯り始めた外灘。３６０度パノラマのほんの一部 

 

その後のメールのやり取りで、彼女は江蘇省鎮江

市の出身で、大学を出たあと上海で働き始めたばか

りの人だということがわかりました。別れた時、私

たちがいつまでも手を振っているのを見て涙があふ

れ、顔を上げることができなくなったそうです。い

ずれは新婚旅行で日本に来たいと言っています。 

 

漢字で筆談中：ピンクの服が彼女です。  

初めての中国でしたが、このほかにもたくさんの

思い出ができ、中国がとても好きになりました。話

せなくても何となく心は通じたけれど、中国語が話

せたらもっといいなぁ……そう思っていたところ、

縁あって、去年の暮れから木曜日の会話教室でお世

話になっています。岩間老師が時々「中国人は情が

厚い」と熱っぽくおっしゃるのを、心の中で大きく

頷きながら聞いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ６月１２日の花架拳教室は飯田先生のレッスン

ルームで実施されました。その時の受講生の皆さん

の感想です。 

    

      飯田加寿子先生   

 

自然豊かな飯田先生のご自宅で花架拳をした後は、

先生のご主人様によるお抹茶のお点前を頂き、更に

見晴らしの良い二階にてアフタヌーンティーを楽し

ませて頂きました。 

心落ち着く爽やかな一時を過す事が出来て、幸せ

一杯でした。 

謝謝飯田老師和愛人。 

渡部千佳子 

 

素敵なお屋敷とすばらしい大自然のながめを満喫

しながら、なぜかいつもより上手にす～っと舞うこ

とができたような花架拳教室になりました。 

その後のお茶室でのお手前も喫茶店のようなデザ

ートもおいしく頂き、お話もとても楽しく過ごさせ

て頂きました。 

村上みちえ 

 

場所がかわりとても素敵な先生の自宅で練習する

ことができ、楽しく過ごす事ができました。ありが

とうございます。 

佐野玲子 
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先生のお宅での練習、鏡ばりの教室で自分の姿が

あからさまにさらされとても勉強になりました。又

その後のお茶会での親睦はとても楽しく、おもてな

しで至福の時間が過せありがとうございました。 

渡邉裕子 

 

先生のお宅に初めておじゃましました。 

ステキな庭園からびっくり！！お茶にデザート大

変優雅な時間でした。 

ありがとうございました。ごちそう様でした。 

浅野直美 

 

初めて先生のお宅におじゃまさせていただきまし

た。 

練習の終わった後のおいしいお茶会とても楽しか

ったです。 

いつもはあまりみなさんとゆっくりお話をする機

会がなかったので、とてもよかったです。ごちそう

様でした。ありがとうございました。 

尾形尚美 

 

飯田先生のスタジオでの学習は雰囲気が素晴らし

くて、先月休んだのに今月は一段と上達したような

気分になったのが不思議です。茶室でご主人のお手

前でお茶をいただき、その後２F でのコーヒータイ

ムととても楽しいひと時を過させていただきました。 

多謝！ 

矢部良子 

 

 

飯田加寿子先生の教室 

 

 

 

 

 

８月２７日に中国語会話教室の木曜日クラスと火

曜日クラスの合同の暑気払いが実施されました。 

中国語会話教室は木曜日と火曜日の夜間に開講し

ており、皆さんどのクラスを受講しても良い定額制

なのですが、どうしても同一曜日だけの受講になっ

てしまいますので、顔合わせの意味も込めまして、

今回は福島駅西口の“シェルドラゴン”にて行いま

した。              （齋藤佐久男） 

 

暑気払いに参加して  

鈴木英晴 

 

 原発事故の終息もままならず、被災地のみならず

全国的に節電が求められるこの夏。だからといって

窓を開けることすらはばかられ、汗を拭き吹き悶々

とした気持ちでこの夏を過ごすことになりました。

そんな中、日中文化交流会の暑気払いが開かれると

伺って、ひとつ返事で参加することにしました。 

 時は８月２７日土曜日の夕刻、会場は以前に中級

教室でひと月ほど遅れて春節のお祝いをした駅西口

のシェルドラゴンです。春節のときはその直後に東

日本大震災が発生し、教室のみなさんともおよそ２

か月にわたって顔を合わせることができなくなって

しまいました。そのときもおいしい料理に紹興酒を

いただき、また今回も楽しく会食ができるものと首

を長くしてその日を待つことになりました。 

 当日会場に足を入れると、役員さん方が幹事会を

開いておられるところでした。こうして時間を割い

てさまざまな企画を考えてくださっているからこそ、

我々会員が楽しく活動できるものと感謝ひとしおで

す。今年の学習団は北京を計画しているとのこと。

私も仕事さえ何とかなれば飛びつきたいところです。 

 今回の暑気払いには１４名の方の参加がありまし

た。はじめに岩間先生のイタリア土産のチョコレー

トがお出迎え、甘いお菓子に参加の皆さんは顔をほ

ころばせました。そんな中、自己紹介から会は始ま
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りました。今回は初級・中級の中国語教室ばかりで

はなく、会員すべてが対象だけあって、初めてお会

いする方もいらっしゃいました。これも日中文化交

流会の魅力のひとつです。その後、猪股さんの乾杯

のご発声により、歓談に進んでいきました。 

 私の席の近くには李先生をはじめ、今期から中国

語を始められたという方もおられ、中国語の学習の

進め方から中国旅行でのエピソードなど興味が尽き

ないお話が続きました。ただ、どの方も中国とは深

い関わりがあり、中国へ何度もご旅行されている様

子です。私のように１０年も前に２度行っただけで、

習っている中国語を試す機会もまったくといってな

い方はおられないようでした。本当にうらやましい

限りです。いつかは学習団に入って、中国で自分の

力を試したいと心ひそかに思ったのでした。 

 時の経つのを忘れてしまうほど楽しいひと時はあ

っという間に過ぎ去り、料理やお酒もすっかり平ら

げ、別れを惜しみながら散会となりました。 

 私は２００８年７月からこの会にお世話になって

います。会との出会いは中国語検定で机の上に置か

れた１枚のチラシです。上野恵司先生の講演会に連

絡もせずに出席したのを覚えています。それから３

年間、仕事等で欠席することも少なくないのですが、

皆さんに支えていただいて、丸森から往復２時間の

通学時間も苦にならず今日に至っています。予習を

忘れると授業についていけないとはいえ、それ以上

に毎回の授業が楽しくて仕方がありません。これか

らも会の行事には率先して参加し、中国の歴史や文

化を学んでいきたいと考えています。 

今回の企画、ありがとうございました。 

 

楽しく歓談する皆さん 

 

 

 

 

         （２０１０年９月１９日実施） 

 

           （唐懐岳先生） 

 

中秋節交流会に参加させていただきありがとうご

ざいました。 

 皆さん、和気藹々として、活気があり、私も参加

させていただき楽しかったです。岩間さんの名司会

でさらに盛り上がってましたね。さすがです。 

唐先生ともいろいろと話ができて貴重な経験でした。 

「書」というより近代アートみたいな感じですね。

歴史は古いのに不思議です。 

 そのうちまたイベントがあればご連絡ください。 

ありがとうございました。 

                    熊坂 

  

 

（指習字体験） 
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中秋節交流会に参加して 

小川弘子 

今年の中秋節は、本当に楽しかった!! 

日頃、中国文化や中国の人に接する機会がない私に

とっては、とても有意義な時間だった。 

そして、この日のメインイベントとも言える「指

字書道」。 

この話を聞いた時、「指に墨汁をつけて描くなんて、

何だか子供の落書きみたい･･」と、思った。ひょっ

として、これってお気軽な書道なのでは? 

まずは、唐懐岳先生が手本を見せてくれた。 

スムーズに紙の上を滑る指、すると、指は見事な筆

の役割を果たし、出来上がった作品は、まるで一枚

の絵画の様である。 

そして、いよいよ自分で描いてみることになった。 

しかし、なかなかどうして、思うように指が動かな

い。私の指は、先生のようにしなやかには動かない。

全神経を指先に集中させて、心をこめて書いていく。

これは、決して子供の落書きではない。まさに芸術

である。 

また、先生の話によると、時にはこぶしで書いた

りすることもあるそうだ。 

指字書道は、なかなか奥が深い。 

そして、満月のような月餅を頂き、たくさん食べ

て、たくさん話して、たくさん描いて･･。また、機

会があれば、このような会に参加してみたい。 

 

 

今年的中秋节是真的愉快了. 

平时,我没有中国文化和跟中国人交流的机会,所

以我过了很有意义的时间了. 

 

 

 

 

 

 

还有那天主要项目「指字书道」. 

听这个话的时候,我觉得好像孩子的乱涂写画一

样. 

或许,指字书道很简单吗? 

 

 

 

 

 

 

 

 

专此,唐懐岳老师表示榜样了. 

老师的手指在纸上顺利地滑动.他的手指好像一

支毛笔.他的作品似乎一幅画. 

 

 

 

 

 



 - 12 - 

 

 

接着,我也写字了.可是很难.我的手指没有他的

那么好了. 

 

我写字的时候,我全力以赴.这个不是孩子的乱涂

写画. 

  

这个真的精湛的艺术. 

更加,老师说有时侯他使用了他的拳头. 

指字书道是深远. 

 

 

（月餅） 

 

 

 

 

然后,我吃了好像圆月的月饼了.我吃很多东西,

说很多话了. 

如果我有机会,我想又参加那样的集会. 

谢谢. 

 

 

 

 

齋藤佐久男 

９月２４日 MAX ふくしま４回アオウゼにおいて

福島市国際交流協会主催の結いゆいフェスタが行わ

れました。当日は協会会員の多くの団体がブースを

出していましたが、華やかさ、内容共に私たちのブ

ースが群を抜いていました。 

 

（民族衣装にて会をアピール） 

また、当日は舞台にて中国語の授業風景、花架拳

の披露と大いに会の活動を知ってもらうことが出来

ました。 

 

ステージにて 

多くの会員の人たちも応援に駆けつけていただき

まして、本当にありがとうございました。 

 

（花輪さんと花輪さんのお店のスタッフの方々） 

     

（会場にて、会をアピール） 
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１０月３０日に中央学習センターの文化祭があり、

私たちは舞台で、唐詩の学習、花架拳の演技を披露

しました。その時舞台で披露していただいた皆さん

の感想です。           （齋藤佐久男） 

 

楽しい中国語学習風景、美しい詩吟の声、強く

アピールしたと思います。       岩間真弓 

 

今年は１１人で花架拳を演舞することが出来て、

とても感激しました。舞台に向かっての練習の積み

重ねが、見事に実りました。 谢谢！！ 

渡部千佳子 

 よかった！練習不足も何のその、ステージに立

ったらシャキーン！！これは花架拳の仲間と一緒だ

から味わえることだと思います。私は休みがちです

が今後も努力努力、皆さんどうぞよろしくおねがい

します。               矢部良子 

  

初のステージでドキドキでした。衣装だけはバッ

チリでその気になって出来たかな。終わってホッと

しました。              浅野直美 

 

 一ヶ月に一回の練習で、覚えても次回はまっ白

な状態でした。でも何か目標があると身体がおぼえ

ているんだなあと、本当に出来たという満足感でい

っぱいです。ありがとうございます。  佐野尚美 

 

月に一回の練習にもかかわらず、落ちついて、し

っかり舞うことができたのは、ドはでなユニフォー

ムとサークルの絆のおかげでしょうか。飯田先生に

感謝です。              冨田雅子 

 

初めての舞台での舞いでしたが、みな様に習い大

変楽しかったです。          渡邉裕子

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上野恵司日本中国語検定協会理事長 

 

『中検フォーラム会員の集い』に参加して 

岩

岩間真弓 

 

平成２３年１０月９日、東京学士会館におきまし

て『中検フォーラム会員の集い』がありました。私

は、日本中国語検定協会本部の要請で福島会場責任

者として参加して来ました。 

今回は、日本中国語検定協会創立３０周年記念に

あたり、上野恵司先生の「中検３０年の回顧と今後

の展望」と題しての基調講演と「中国語教育と中検

の利用」～中国語教育と中検の利用～高校、専修学

校、大学の現場の声ということでパネルディスカッ

ションが行われ、全国の中国語教育に携わる多くの

先生方が集まりました。 

               

 

荒川清秀先生   

 

 

日本中国語検定協会理事長で辞書や中国語の教科

書、多くの著書を出版している上野恵司先生始め、

テレビやラジオで有名な愛知大学教授の荒川清秀先

生、長い間ラジオなど多くの中国語の発音を担当さ

れてきた呉志剛先生、高等学校の中国語教育にご尽

力されている藤井達也先生、日中学院の胡興智先生

など私の憧れの先生方ばかりです。 

パネルディスカッションでは、各先生方が中国語
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教育に熱心に取り組んでおられる様子が報告され、

教育現場での苦労も会場の参加者と共有しながら、

活発な意見交換があり大変有意義な一日を過ごして

参りました。 

この度、参加させていただいて感じたことは、高

等学校の教育課程の中に外国語として中国語を取り

入れている学校が増えてき

たということです。今までは、

中国語など学校教育の中で

は見向きもされず、英語中心

の教育しかされておりませ

んでした。大学になって初め

て第二外国語として触れるという人ばかりでした。

しかし、福島大学をみても留学生の９０％以上は中

国人で、福島に住む外国人も一番多い外国人は、中

国人です。恐らく全国でもその状況の中で中国語は

絶対外せない言語ではないでしょうか。これからも、

若い層からも中国語を学ぶ人が増えてくれればと思

っております。 

それから、私を弟子と呼んでくださる上野恵司先

生にお会いでき

たこと、それから、

毎年年賀状をく

ださり、地震の時

もお見舞いの電

話をくださった

荒川清秀先生に

お会いすることができたことは、この上なくうれし

いことでした。 

私がやるべきことは中国語教育だということも今

回参加して改めて感じ、帰りの新幹線では、爽快な

気持ちで帰って来ました。これからも、中国語教育

に力を入れ先生方のように熱心に取り組んで行きた

いと思います。 

 

 

 

呉志剛さんと                              

 

      

       

 

 

 

 

齋藤佐久男 

県内在住の中国人でつくる「福島華僑華人総会」

の設立式典が平成２３年１１月６日、福島市の福島

グリーンパレスで開かれました。私たち福島日中文

化交流会も来賓として招待を受け、岩間真弓代表幹

事と共に出席してきました。 

 「福島華僑華人総会」は東日本大震災の発生をき

っかけに災害時に備えた自助組織として、また地域

社会との融和、共生を図りながら、日中両国の友好

の架け橋としての役割を担う目的で組織化されたも

のです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （福島華僑華人総会役員の皆さん） 

式は、竇元珠初代会長が設立を宣言し、「福島は第

二の故郷。困難を共に乗り越えることで、絆はもっ

と強くなる」とのあいさつがありました。 

 来賓として出席した駐日中国大使館の韓志強公使

は「来年は日中国交正常化四十周年に当たる。今回

の設立がさらなる関係発展の契機になる」と、駐新

潟総領事館の王華総領事も「今後、同胞の絆が強ま

り福島県民との友好が深まることを期待する」と祝

辞を贈りました。 内堀雅雄副知事が佐藤雄平知事

の祝辞を代読し、「新生福島の創造に向け全力を尽く

す。更なる支援をお願いしたい」とあいさつしまし

た。 

  日本華僑華人聨合総会の陳学全副会長の音頭で

乾杯し、福島華僑華人総会設立準備会の薫彦文会長
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が設立の経緯と理事会役員の紹介を行い、入戸野修

福島大学長をはじめとした各界代表が祝辞を述べま

した。 

 私たちの会員でもある叶根青さんの古箏のよる

『サンタンタン』『川のながれのように』の演奏披露

があり、最後は出席者全員による『故郷』の合唱で

福島と中国の強い絆を誓い合いました。 

 

（演奏する叶根青さん） 

 

 当日は、叶さんの他にも、中国語の李老師、张萍

さん等も会員として出席していました。また、渡辺

純子さんも式典スタッフをされていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（竇元珠会長と） 

 

 芋煮会や雪上交流会でお世話になった笠松さんを

初めとして、県内で日中友好や国際交流に尽力され

ている多くの方々も来賓として出席されていて、近

況を報告しあったり、新たな親交を得たりとそうい

った意味でもとても有意義な懇談の時間を過ごすこ

とができました。 

 

 

 

 

１１月１９日から１１月２６日まで北京の中国人民大学へ 

  

中国人民大学体験留学中国語学習団の団長として

「ご報告と感謝」 

中国人民大学体験留学 

中国語学習団  団長    山尾展正 

 

中国人民大学体験留学中国語学習団は、総勢 14 名。

間もなく冬を迎える 11 月 19 日、8 日間の行程で福

島を出発し、大成功の裡に全員無事帰ってまいりま

した。 

今回の学習団の編成と行程には、いつもそうかも

しれませんが、その日程の調整と現地との連絡、そ

して旅行中のマネジメントなど、全てを殆ど一人で

切り盛りしていただいた岩間先生にまず感謝せねば

なりません。岩間先生にしかできないことをいいこ

とに、ともすればそのご苦労を簡単に甘受しがちな

ところがあり、この原稿を書きながら改めて感謝の

心を感じております。 

また、今回は、受け入れ先の人民大学の皆様に大

変お世話になりました。とりわけ张国增先生には、

いろいろなところまで大変細やかで親切なご配慮を

いただきました。できるだけ快適に過ごせるように

配慮された宿舎の手配、朝昼の食事の場所まで教え

ていただき、さらに教科書は、お土産の予算とスペ

ースのことまで考えて各人にコピーして下さいまし

た。20 日の日曜、私たち一人一人にクラス編成の試

験をしていただいたのですが、その時、先生は私た

ちに、人民大学で勉強する学生達の事情と問題点を

熱く語って下さいました。それを拝聴していて、先
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生の教育に対する情熱と学生達への愛情を強く感じ

ました。本当に素晴らしい先生です。 

授業は朝 8 時からと早いのですが、午後はフリー

ですので毎日、北京観光をフルにエンジョイさせて

いただきました。日曜は故宮博物館と景山公園、月

曜は万里の長城、火曜は頤和園と夜は劇場で少林寺

功夫のダンス、水曜は明の十三陵、木曜は天壇公園

と夜は京劇観賞、金曜は買い物を楽しみました。ま

た、食事も全聚徳で北京ダックを食べ、大三元で本

格的中華料理、羊肉のしゃぶしゃぶ、韓国式焼肉と

北京観光の髄を楽しんだ旅行となりました。このよ

うな旅行業者もできないような能率的な観光が短期

間でできたのは、ひとえに岩間先生のお友達のご親

切によるものです。 

 

 

（侯月凤さん） 

 

侯月凤さんと呉茂强さんご夫婦は、これらの観光

の全てに毎日、車と運転手を手配（人数から２台で

す）してくださいました。ご夫妻と車を運転してく

ださった方には何とお礼を言ってよいかわからない

ほどお世話になりました。侯月凤さんは、岩間先生

からお聞きしていた通り、言葉より行動が先に出て

くるような方で、ご親切をためらう暇もなくストレ

ートにお受けできるありがたさがありました。その

ことも考えてご配慮されたのでしょう。ご主人の呉

茂强さんとは、なかなかご一緒にお話しすることは

できませんでしたが、歓迎の晩餐会でご挨拶いただ

いた際も、地震の被害で苦しむ福島をいたわって下

さり、言葉の端々から人柄の良さがにじみ出てくる

暖かい方でした。 

この学習団の目的は、確かに中国語の学習を現地

で肌で体験することにありますが、同時に日中両国、

とりわけ人と人との交流が重要であり、その意味で

は、今回の体験留学は大成功であったと思います。

そして何より、用意した医薬品を一つも使うことな

く、無事帰ってこれたことは、団長として喜ばしい

ことでした。 有备无患。（张国增先生から教わりま

した。） 

2011 年 12 月 18 日 

 

『夢の第一歩』 

 引地剣爾 

 

 ひとりトボトボみんなの後をついて回った旅でし

たが、私なりに大変感動の多い旅でした。悠久の歴

史を誇る名だたる文化遺産、北京の多彩な味も確か

に魅力でしたが、何よりも、私にとって感動は陶淵

明、李白、杜甫をはじめとする偉大な詩人、更に老

子、荘子等々の大思想家を育んだ中国の大地に、私

自身が自分の足で夢の第一歩を記し大陸の空気を胸

一杯満喫できたということでした。遠くから眺めて

いた中国が一気に身近になりました。 

 中国語に関して言えば、激しく口角泡を飛ばさん

ばかりの会話しか頭になかった自分にとって、大学

での講義の中国語はまるで音楽でも聴くようななめ

らかなリズムと抑揚を含んでおり「英语」と「汉语」、

流れるようで混沌としていて区別がつかないほどで

した。韻律的にもすばらしい言語であることが実感

できました。 

 そして何より一番感じ入ったのは、中国の人々の

優しさです。宿舎での警護人、売店のお兄さん、食

堂の服務員もさることながら、授業での先生方のそ

れぞれの態度、こちらが質問に答えられず困ってい

ると「OK、OK 没关系」と傷つけまいとしながら、

笑顔で優しく応じられ、国境を越えた人間味あふれ

る中国人の心の底の本来の優しさを感じることがで

きました。张国増老师はもとより、運転やら、案内

やらいろんな予約まで親身になって、長い時間連日

遅くまで献身的に尽くしてくれた岩間先生のお友達

には感謝感謝で言葉もありません。 

 またいつかきっと行こうと、貴重品入れに「护照」

と「不换钱人民币」をいれ、楽しく有意義だった旅

の鞄をしまいました。 
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「ニ～ハオ、ピ～ジォ～、シ～ショ～ジェ～ン、 

ドゥオシャオ～チェ～ン、シェ～シェ～」 

 

山尾祥大 

 

「北京、行きたいねぇ、万里も故宮もまだだしな

ぁ～」 

１０月中旬の某職場･･････父がそんなことを語った

のを聴いた私は、「行きたいなら行くといいよ～」と

さらりと返事。「お前はどうする？」「僕？僕は･･･」   

もちろん、海外も中国も未経験の私には興味は沸い

たが、日々の仕事の山に埋もれた自身、どうしても

北京の地を踏む自身が想像できない―――― 

 １１月１９日夕方、北京空港にいた私、何やかん

やで来ちゃいました。最初の印象をいいますと、黄

河のような広～い道路、ネオンピカピカの高層ビル

群、割込み・右折優先何でも来いのトラフィックジ

ャム･･････中国４千年の歴史～とよく耳にしては古

（いにしえ）からの自然や文化を連想する傍ら、経

済急成長の現代中国の姿に圧巻。これからの 1 週間

何があってもおかしくないかも。 

 翌日から大学校舎へ。始めにクラス振り分けの面

談。結果は、入門クラス。私にはこれで丁度いいで

す（むしろこれでも恐れ多い!?）。もっとも、中国語

の実力は上記の題名「ニ～ハオ、ピ～ジォ～･･･」の

ようなカタコト会話であるわけでして。ちなみに、

題名の５つのカタコト言葉、私が多分今回の北京で

最も（？）使ったであろう言葉かも。さて、何と言

ってるつもりなのでしょうか？ 

今回の私にとっての北京滞在ミッションは主にこ

の３点。１つ目、人民大学で午前の中国語のお勉強。

２つ目、午後の北京満喫修学旅行。そして、３つ目、

お会計係。 

１つ目、中国語のお勉強。３人の先生にお世話に

なりました。「ラォシ～、ニ（ン）～ハオ～！（老师、

您好！）」からの挨拶のやり取りは何とかこなせたも

のの、その後も聞くも話すも読むも書くもほとんど

中国語（ここは中国、当然ですが）、ついつい分から

なくなると英語も日本語も混じりのハチャメチャ宇

宙語･･････先生、本当にどうも失礼いたしました。

でも、何より親切、丁寧、そして楽しい！特に、そ

の先生も自国の文化に限らず、日本のことについて

も歓談したり、好奇心に聞いて下さったり。そして

日本語もちょくちょく話して下さり、日本も歌も歌

って下さり。そんな勉強熱心な先生にやる気が出な

いことは果たしてありましょうか！本当に有意義な

５日間でした。 

２つ目、午後の北京満喫修学旅行。岩間西太后様

お出まし（!?）のインパクトなお話をやはり記したい

ところですが、紙面がいくらあっても足りないか

も･･････団長や他の団員さまから私よりもうまく述

べて下さるかと思い、ここでは別の内容で･･････と

にかく行ける所まで行って観て体感でき幸せでした。

故宮、万里、天壇公園、カンフー劇、京劇等々･･････

歴史と文化とロマンを満喫、中国の懐の深さ大きさ

に感動（特に、頤和園の万寿山頂から昆明湖と北京

市街の新旧の文明を一望できる景観、言葉が出ませ

んでした）。一方で、地下鉄、摩天楼、車社会（以前

の自転車大群はどこへやら）･･････移動中は、今の

中国の先進的な姿を魅了。そして、北京ダックに始

まり、羊のしゃぶしゃぶ、焼き肉、中華三昧、グラ

スの「ピ～ジォ～」片手に連日出てくる美味の料理

を堪能。ピ～ジォ～の酒がすすむと今度はトイレが

近くなる。店員さんに、「チンウェン、シ～ショ～ジ

ェ～ン･･･ザイナ～ル？（请问，洗手间･･･在哪儿？）」

と、いつものカタコトで言ったら、「那儿」と指差し

提示、ヤッター発音通じたではないか！（そんなん

で喜ぶべきか･･････）とにかく普通の旅行パックで

は経験できないであろう濃密かつ魅力的なスケジュ

ールでした。 

３つ目のお会計係･･････前述のトイレで発音通じ

た偶然（？）とは裏腹、チケット売り場にて「ヤォ

ピアォ･･･ドゥオシャオ～チェ～ン？（要票･･･多少

銭？）」と、幾度と言っては販売員さんから、「･･･什
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么（何）？」とかの返事。アイヤ～なかなか通じな

い（これが当然か）･･････他にも、お釣り貰い損ね

やら、手持ちの元が不足で岩間先生にお金借りるや

ら、終日の残金計算間違えるやら何やら･･････どう

もトチリばかり（汗）。特に、現地銀行での通貨両替

にはいろいろ手続き踏まれ冷や冷やでした（その際、

鈴木雪さんには通訳などで大変助けていただきまし

て･･････）。皆さんのご協力あって無事（？）役を終 

先生、先生のご親友の侯月凤さん・呉茂强さん語

夫婦や運転手の皆さま、一緒に楽しく同行させても

らいながら沢山助けていただいた団員の皆さま、人

民大学で貴重な語学学習と寮の手配にご尽力下さっ

た張先生を始め大学の先生の皆さま、そして、今回

お会いし言葉を越えて親切に接して下さった北京の

皆さまに心からお礼を申し上げます。 

  

有縁分 

松本奈々 

 

 この度、福島日中文化交流会の中国人民大学体験

留学に参加させていただいて「本当に良かった！」

この一言です。私は福島出身ではないのですが、福

島と縁があるようで、学生時代は郡山で年に数回合

宿をし、ここ数年は会津で開かれている学習会に

度々参加しています。そんな中、東京で福島出身の

雪さんに出会い、今回の留学に誘ってもらいました。 

 私は東京の日中学院というところで仕事帰りに中

国語を勉強しています。学習歴は四年以上経ちます

が、現在は週に一回二時間だけなので、なかなかレ

ベルが上がりません。今回、人民大学では中級班に

参加しました。クラスメイトたちは中国語の勉強を

始めて一年弱くらいの人がほとんどなのに、自分よ

りも話せていたので授業初日はショックを受けまし

た。でも、当日渡されたばかりの教科書のコピーを

予習なしで音読し、問いに答えることができた時は、

少し安堵もしました。日本でやってきたことも無駄

ではなかったのだと感じました。早朝からの授業を

受けるのは体力的に辛かったですが、久々に学生時

代の気分を味わうことができて本当に楽しい毎日で

した。 

 

 午後の自由時間は、基本的に個人行動をしました。

北京には二度訪れたことがありましたが、今までは

ツアーの車で移動していました。一人で北京の地下

鉄に乗ったのは初めてです。でも、地下鉄の路線が

急速に発達したおかげで、自由自在にさまざまな場

所を訪れることができました。自由時間の体験をご

紹介します。 

日曜日は、院生時代に日本で知り合った中国人の

友達と久々に再会しました。彼女が中国に帰国して

から一度も会っていなかったので、本当に嬉しかっ

たです。二人で東嶽廟、三里屯、雅秀へ行きました。

昼食は建国門駅近くの「沸騰魚郷」で四川料理の水

煮魚を食べました。夕食は彼女の高校時代の友達と

合流してお粥を食べました。 

 

月曜日は交流会の皆さんと一緒に八達嶺長城へ行

きました。二回目ですが、男坂に登ったのは初めて

です。晴天に恵まれ心地良く登れました。夜は「羊

大爺涮肉」で羊のしゃぶしゃぶを食べました。盛り

付けにも工夫がなされていて味も見た目も満足でし

た。 

 

火曜日は雍和宮、孔廟、国子監に行きました。い

ま日本で『論語』の素読会に参加しているので、孔

子を祀っている孔廟を訪れることが今回の目的でも

ありました。孔子像を見ることができて感動しまし

た。 
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水曜は円明園と北京大学に行きました。清華大学

の構内も見学してみたかったのですが、当日は関係

者以外立入禁止の為、断念しました。北京大学から

前門行きのバスに乗り、バスの中から街の様子を眺

めました。終点のバス停がちょうど老舎茶館の前で

した。開演時間も到着してから十分後。前門を散策

しようと思っていたのですが、予定を変更して老舎

茶館で演芸を鑑賞しました。お茶を飲みながら雑技、

相声、京劇、口技、変臉などさまざまな演芸を楽し

むことができました。 

 

 

木曜はまず国家図書館へ行きましたが、改装中で

見られなかったので、代わりに近くの紫竹院公園を

散策しました。社交ダンスの練習や歌の練習など、

日常の風景が見られて楽しかったです。思いがけず

訪れた場所ですが、都会とは思えないくらい静かで

緑も豊かで落ち着く場所で気に入りました。それか

ら北京動物園まで歩きました。上野動物園のように

並ばなくても思う存分パンダを鑑賞することが出来

て癒されました。 

   

夜は北京在住の日本人（元岩間先生の生徒さんで

人民大学留学の経験もある里香さんとその同僚の順

子さん）と雪さんと一緒に食事をしました。女子会

のノリでとても楽しい時間でした。 

 

金曜は皆さんと秀水でお買いものをし、王府井を

散策し、夜は大学近くの「鼎泰豊」で台湾料理の小

龍包を食べました。大学の前で迎えの車を待ってい

る時、張国増先生と岩間さんが自転車に二人乗りを

して仲良く登場しました。この光景を見たとき、今

回はこのお二人のおかげで充実した体験ができたの

だと改めて思いました。本当に感謝いたします。 

また、出発日の羽田空港で知り合いの中国人と遭

遇しました。同じ便で北京へ行くと知り奇遇だと思

ったのですが、北京に着いたらさらにビックリ。な

んと彼は私たちを迎えに来てくださった国増先生と

お友達だったのです。本当に世界は狭いと感じまし

た。 

それから体験留学の番外編として印象に残ってい

ることは、帰国してから人民大学出身の中国留学生

に「あなたと校友になれて嬉しいです。」と言っても

らえたことです。私も嬉しくなりました。 

 今回の体験留学は、語学の上達はさておき、人と

人との繋がりを実感する旅でした。一週間という短

い時間でしたが、沢山の縁に恵まれて大きな収穫を

得ることができました。 
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北京のやきいもと西太后 

山尾展正 

「いーしやーきいもー。おいもー、おイモおイモ

ー。ほっかほかのおイモだよー。」 冬になるとクリ

ニックの近くまで焼き芋屋さんが、売り声を張り上

げてやってくる。この声を聴くと、つい仕事の手を

休め、値段とお腹のすき具合を天秤にかける。 

今回、北京の楽しみの一つがこの北京の焼き芋を

体験することだった。川島さんは、北京について、

江戸と平成の東京が同居している街、と表現された

が、江戸の街にはシジミ売りや豆腐売りなど、売り

子の声が毎日聞かれた、と書物には記録されている。

私は、誰かから北京の冬の風物詩は、焼き芋売りと

サンザシ飴の売る声だ、と聞かされたことがある。

その売り子の声を聞き、焼き芋が食べられるのなら、

その上、この焼き芋が日本とは比べ物にならないほ

ど安くておいしいのなら、これは、ぜひ、北京に行

ってみたい、と思っていた。 

しかし、北京に滞在して 3 日過ぎても、焼き芋売

りの声はおろか焼き芋屋に出会うことがない。焼き

芋屋が見つからなければ焼き芋は食べられない。夕

食後、夜の通りを散策しても、焼き芋屋らしきもの

はなかった。滞在日程は限られており、故宮博物館

や万里の長城など予定はびっしりで、焼き芋を食べ

るツアーなど組めるはずもない。途方に暮れている

と、松本奈々さんという中国語がペラペラな心強い

助っ人が現れた。彼女は、風物詩のもう一つのサン

ザシ飴を探していた。そこで、二人で協力して夕食

からの帰り道、キョロキョロ、クンクンと目と鼻を

最大限に働かして探し歩いたが、やはり見つからな

かった。 

北京滞在も約半分という頃、頤和園に出かけた。

この日、私は風邪をひき、咳のため息切れがして少

し不安があったが、楽しみにしていた頤和園なので

出かけることにした。頤和園には、通常のルートで

はなく裏口から入るのが良いと、岩間先生の提案で

裏口に廻ると、なんと、そこに焼き芋屋さんが売り

声こそ出さないが居るではないか。岩間先生が焼き

芋のことを知っていたかどうかは知らないが、とに

かく早速、休憩を取り焼き芋を食べた。一口食べる

と、そのおいしさにもう大感激。色はオレンジ色に

輝き、甘さはスイートポテトのお菓子より甘い。そ

れに、なによりしっとりとパサつかず、のど越しが

良くて、むねやけがしない。満喫して食べ終わると、

元気百倍。万寿山の山登りが待っていたがどうって

ことはない。しかし、この裏口からのルートは、工

事中のため通行止めになっていてやがて引き返す羽

目になり、その分よけい登ることになった。さらに、

迂回路は景色も悪く、急な？ため、息切れする私に

は辛い行程だった。万寿山の山頂に着く頃には疲労

がピークに達していた。しかし、焼き芋のおかげで、

なんとかみんなから遅れることなく登ることができ

た。間接的には岩間先生のおかげである。そして、

たどり着いた先で目に飛び込んできたのは、何とも

感動的な昆明の湖と北京の街を一望に見渡せる素晴

らしい景観だった。疲れも忘れて、しばらく仏閣堂

から見るこの絶景を満喫した。 

この後、湖に下りて、あの有名な長い回廊を歩く

のだが、これがまた結構疲れた。足が棒のようにな

り一歩も歩けない。なまじっか、絶対沈まない清の

国を象徴し造った「石の船」まで行き、お土産店で

長時間立っていたのがこたえたのか、帰りの出口（通

常の入口）までの長い回廊を歩くのがとても辛かっ

た。 

その時だった。大勢の笑い声とともに、大きな声

で「我是西太后。我是西太后。」と岩間先生の声が後

ろから聞こえてきた。振り返ると、さっき私のそば

を通り過ぎて行った長い列の中国人観光客の団体が

皆、岩間先生の姿を見て笑っている。先生はという

と、先ほど山頂で買った頭飾りをかぶり、西太后の

真似をして回廊の中央を、威張って歩いている。そ

の前後を行く我々は、さしずめ西太后の行幸に随行         

（岩間西太后） 

する付き人である。 「我是西太后。我是西太后。」

よく通る岩間先生の声は、遠くから歩いてくる観光

客にも聞こえるらしく、近づきながら彼らは、我々
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にはまったく目もくれず、岩間西太后の頭と顔を見

つめ、いぶかしげな表情をして通り過ぎていく。そ

の人達の顔と目を、逆にこちらから観察していると

おかしくてたまらない。笑いをこらえて通り過ぎる

人も、好奇心一杯に通り過ぎる人も、その眼だけは

一点を見つめて近づき、通り過ぎる身体に合わせて

人形のように顔を回転させ、眼球が右から左に流れ

ていく。丁度、兵隊が観兵式で一斉に指揮官の方を

向くのに似ていておかしくてたまらなかった。疲れ

て歩けなかった私も、いつの間にか元気を取り戻し

た。 

この岩間西太后は、中国人達の目に美しく？映っ

たようで、（我々にもまんざらでなかった？）、その

後、お坊さんらしき男性から声をかけられるハプニ

ングが起きた。最後には西太后がお坊さんを下がら

せた。その間、西太后がどう対応したのか、その詳

細は、文字にしがたい部分があるため、ここにご紹

介することはできない。（公式的には、二人の会話は

中国語のため听不懂？としておく。） とにかく、焼

き芋と西太后のおかげで、二度も疲れて足手まとい

になるところを助けられた一日であった。 

 

中国人民大学体験入学に参加して 

石川孝彦 

中国人民大学への体験入学は２００５年以来２回

目となる。６年も経つと目覚しい経済発展をとげ

た北京のこと、大学の周辺も百貨商店や地鉄の駅

ができるなど著しい変貌を遂げていた。特に乗用

車の増加は顕著で渋滞が起きることもしばしばで

あった。 

人民大学も正門（東門）こそ以前の面影を残し

ていたが我々が宿泊した留学生宿舎は以前とはま

ったく様変わりしていて地上１０階地下１階の

堂々たる楼閣に変身していた。内部もまるでホテ

ルのようであった。入り口の回転ドアを入るとロ

ビーがあり、地下１階では大勢の学生が熱心にパ

ソコンに取り組む姿が見られ、その隣はコーヒー

ショップがあり学生達がくつろいでいた。また、

その奥には深夜まで営業のコンビニがあるなど至

れり尽くせりであった。ちなみにこのコンビニ毎

晩翌日の朝食のパンとミネラルウオーターを買う

のにお世話になった。 

次に学習面について書こうと思う。１１月２０

日午前中にクラス別けの個別面接テストがあり山

尾祥大、森口千恵子、引地剣爾、川島一男、一條

美意、石川悦子、それに私・石川孝彦（敬称略）

の７名が同じクラスとなり、図らずも妻悦子と机

を並べる次第とあいなった。 

翌２１日から２５日までの５日間体験学習の時

間となる。我々７名を受け持ってくださったのは

王小岩、张棣、梁丽芬の３名のベテラン女性老師

であった。教材は大学側のご配慮で教科書の必要

な箇所だけをコピーしていただけたのはありがた

かった。 

教室には名簿上は多くの同学がいるはずだった

がいかなる理由によるものか、サボっているのか

Saidというベトナム人とニコラスというロシア人

が時々出席するだけでそのほかの留学生はちらほ

らと顔を見せる程度であった。これは国際交流と

いう面からは少々物足りなかったかもしれないが

その分各老師はクラスの絶対多数を占める我々向

きの授業をしてくださった。それに応えて７名は

常に無遅刻、無欠席を貫いた。他の留学生は当然

のように遅刻し私語も多かったのである。 

王老師の授業のときには、皆で“月亮代表我的

心”歌う機会を与えていただき、最後の授業のと

きは、若いとはいえない（山尾さんを除く）日本

人が短期間ではあるが非常に熱心に勉強したこと

についてお褒めの言葉をいただいた。梁老師の最

後の授業では、黒板いっぱいにテレサテンのヒッ

ト曲“伹願人長久”の歌詞をピンイン、声調とも

書いてくださった。我々はそれを写し取ったが、

老師には１人１人丁寧に添削していただいた。こ

の歌を皆でうたって５日間の体験入学は無事終わ

った。 
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今思うと名残惜しいそして懐かしい充実した５

日間であった。私にとっては中国語の奥の深さを

今更ながら感じた５日間でもあった。人生の半ば

を当に過ぎ“日落ちて道遠し”の感もあるがこの

貴重な体験をバネにして少しでも前に進んでいき

たいと自分に言い聞かせた。などと書くと優等生

の作文になってしまうが世の中そう簡単にはわた

れない仕組みになっているようで中国語の学習は

思うようにはかどらないというのが現実である。 

最後になってしまったがこのすばらしい企画を

実現してくださった中国人民大学の張国増老師と

当会の岩間真弓老師に心から感謝と御礼を申し上

げたい。 

 

中国語学習団に参加して 

石川悦子 

この度、中国人民大学体験留学学習団に参加させ

ていただき誠にありがとうございました。 

中国語を全く知らない私が参加するのは迷惑では

ないかと思いつつ北京にいけるまたとないチャンス

とおもい参加を申し込みました。 

人民大学での初体験は毎日毎日が緊張の連続でし

たが私以外の団員の皆さんは中国人の先生との会話

をこなし中国人ではないかと錯覚するほどでした。 

午後からの観光は楽しみでした。景山公園からの

夕日に染まった故宮の瓦の波、天壇公園の円形の建

物の雄大さ色彩の美しさ、万里の長城の男坂から女

坂方面をみた大パノラマ、そして頤和園の万寿山仏

香閣から見下ろした昆明湖のすばらしさなどとても

言葉にはいいつくせない感激でした。 

今回の旅行は初の体験留学と北京各地の観光とと

ても楽しく、私の一生の思い出となりました。 

岩間先生はじめ団員の皆様には大変お世話になり

感謝しています。ありがとうございました。

 

学集団滞在中のスナップ 
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１２月４日実施 

 

 

  野地温泉ホテルの露天風呂 

 

忘年会に参加して 

斎藤忠一 

 

 １２月４日野地温泉ホテルで忘年会が行われ私

は初めて参加させていただきました。本当に楽しい

時間を過ごすことができました。中国語でのカラオ

ケ、ビンゴゲーム、岩間先生のフルート演奏、日本

舞踊とあっという間に時間が過ぎてしまいました。 

 

私は温泉に入るのが好きで、温泉で体を休めるこ

ともできました。機会があれば次回も参加させてい

ただきたいと思います。 

 

 

澤美佐子さんのあでやかな日舞 

 

 

乙姫さまの隣で照れる男性陣 

 

息もぴったりなお二人 



 - 24 - 

          お知らせ    

会員の皆さま 

  

 

いつも福島日中文化交流会へのご支持とご協力感謝

申し上げます。 

 

平成 23 年度の会費及び各種会費納入のお願い 

 下記へよろしくお願いいたします。 

会費納入について 

（1） 郵便局振込みの場合（お近くの郵便局で） 

02220-7-105525 福島日中文化交流会 

（2） 銀行振り込みの場合 

振 込 先：普通預金 東邦銀行保原支店 

口座番号：733649 

名 義 人：福島日中文化交流会 

       代表幹事 岩間真弓 

住 所：〒960-0613  

        伊達市保原町字内町 21-5 

（3） 会費について 

法人会員 10,000円  個人会員  3,000円 

中国人会員 500円 

 

中国語会話教室からお知らせ 

◎ 中国語会話教室第３９期募集中！  

日時：平成 2３年 10月～平成 2４年 3月       

 場所：福島市中央学習センター 

 内容：  

入門 

 講師：岩間真弓 

毎週木曜日午後６時 00分～７時 00分 

初級 

 講師：岩間真弓 

毎週木曜日午後７時１５分～８時４５分 

中級 

 講師：李淑薇 

毎週木曜日午後６時 30分～８時 30分 

 

 費用：一ヶ月 3,000×6 ヶ月＝18,000円 

※一クラス分の授業料で 3 クラス受講可能 

※各クラス授業日は都合により変更する場合あり。 

◎第７６回中国語検定試験開催  

 日時：平成２４年３月２５日（日） 

 場所：福島テルサ 

 内容：準 4級・4級・3級・2級・準 1級  

「当面の行事のお知らせ」 

1 花架拳教室 

 日時：毎月第２日曜日（都合により変更もある） 

 場所：福島市中央学習センター 

 内容：護身術である花架拳を演舞する 

 費用：1年分 ９,６00円（800円×入会月から） 

 講師：日本花架拳学会 飯田加寿子 

 

2 健康マージャン教室 

 日時：毎月第２日曜日（都合により変更もある） 

 場所：福島市中央学習センター 

 費用：1年分 6,000円（500円×入会月から） 

 内容：吸わない・飲まない・賭けない健康なマージャン 

 

3 日本語教室 

日時：毎週木曜日 16：00～17：30 

場所：福島市中央学習センター 

 

講師募集！ 

内容：中国人に日本語を教える 

＊講師料はお支払いできません。教科書各自負担。 

 

４健康マージャン大会 
日時：平成２４年３月１７日（土）１０：００～１６：００ 

場所： 雀荘 しのぶ 

費用： １500円 

内容： 賞品も有ります。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪編集後記≫ 

 諸般の事情により、第１０号が電子配信のみと

なりました。皆さんからお寄せいただいた貴重な

原稿、より多くの方に読んでいただきたく、今回

１０号・１１号合併号ということで再載しました。 

その為、紙面の関係上皆さんの原稿の一部を割愛

して掲載せざるを得なかったこと、ご了承お願い

します。 

      （編集担当） 

你好! 

最近忙吗? 

ホームペー 

    アクセスしてね。 

        ブログも書いてね！！   

待ってます。 

     http://www.rizhongwenhua.com 

http://www.rizhongwenhua.com/

